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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

２

９月２日（日）午前10時10分から 全町一斉防災訓練

どうする？

地震発生（大きな揺れは数十秒～１分程度）

張り紙など日頃から家族との連絡方法は決めておきましょう。

外へ出る時は、落下物（瓦など）に注意しましょう。

危険なため、素足で歩かないようにしましょう。

日頃から家具の固定に努めましょう。

身の安全を守る（頭に座布団をあてる。机の下や、家具の倒れてこない場所に）

火の後始末をする（ガスの元栓、ブレーカを切るなど）

脱出口を確保する（ドア・窓を開ける）

非常持出し袋を持つ

家族の安全を確認し、屋外へ出て、建物から離れましょう

（余震などで建物が倒壊する恐れがあるので）

みんなの安全を確認する（隣近所で声をかけ助け合いながら避難場所へ）

日頃から近所の避難場所を確認しておきましょう！

徒歩で、できるだけ集団（複数の人）で避難しましょう。

狭い道、塀ぎわ、川べりなどは避けて避難しましょう。

みんなで協力して被災者の救出や

避難所の運営にあたりましょう！

午前11時～正午 勝浦町役場

午後１時30分～２時30分 ＪＡ勝浦支所

午後３時～４時 ＪＡ生比奈支所

９月２日（日）
起震車で地震体験

しよう！

日頃から持ち出しやすいところへ用意しておきましょう。

中味についても定期的に点検しましょう。

地震が起こったその時

あなたなら



平
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か
ら
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一
月
四
日
ま
で
国
民
文
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祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
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は
〈
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ラ
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と
〈
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山
農
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舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

３

高齢者の方々に対して、感謝とご長寿のお祝いを目的とした

町民のつどいを開催します。

今年度、米寿、喜寿を迎えられる方々への記念品や、老人ク

ラブ活動の推進功労者表彰などを行います。

該当者 満75歳以上の方（案内ハガキを送付します）

実施日 ９月17日（月）

会 場 農村環境改善センター
受付：午前８時～ 開会：午前10時

※開会の前に生比奈保育所児童による歌と踊りがあります。

80歳以上の方々を対象に、長寿のお祝いとして敬老年金を支

給します。

該当者 満80歳以上の方で、過去１年間勝浦町に住所が

ある方（転出を１年間されていない方）

実施日 勝浦町敬老町民のつどい受付時にお渡しします。

※慶祝訪問に該当されている方は、訪問時にお渡しします。

毎年、長寿者の方の、ご長寿と健康を祝福するため、ご自宅

を訪問し、祝い状・記念品をお贈ります。

該当者 満95才になられた方、白寿、百歳、百歳以上の方

第38回 勝浦町敬老町民のつどい

今年度の

敬老行事
について

敬 老 年 金

慶 祝 訪 問

コース 運 行 時 間 ・ 経 路

バス①

勝浦川北岸

坂本コース

行き ８:00 今山ふれあい交流館 → 今山銀杏の木 → 黒岩中央橋北詰 → 星谷四つ角 →

星谷西尾さん宅前 → 中山消防詰所前 → 横瀬東停留所 → 横瀬停留所 →

改善センター → ８:30 黄檗上停留所 →（各停留所で停車します）→ 改善センター

帰り 12:30 改善センター →（各停留所で停車します）→黄檗上停留所

バス②

石原コース

行き ８:30 石原停留所 →（各停留所で停車します）→ 改善センター

帰り 12:30 改善センター → 横瀬停留所 → 横瀬東停留所 → 中山消防詰所前 →

星谷西尾さん宅前 → 星谷四つ角 → 黒岩中央橋北詰 → 今山銀杏の木 →

今山ふれあい交流館 → 13:30 改善センター →（各停留所で停車します）→ 石原停留所

▼送迎バス運行予定表（敬老町民のつどい）

☆送迎バスを二台運行します。 ☆最寄のバス停留所等で乗(降)車してください。

100歳以上の長寿の方
中 山 坪 井 カ ズ （104歳）
星 谷 坂口キクヱ （103歳）
坂 本 阿部カメノ （101歳）
坂 本 高尾智惠子 （101歳）

95歳以上の長寿の方
掛 谷 駒津コツユ （98歳）
沼 江 橋 谷 住 榮 （98歳）
石 原 大西喜代子 （97歳）
今 山 笠木アサヱ （97歳）
横 瀬 柏木ツルヱ （96歳）
今 山 井出クニヱ （96歳）
星 谷 山アサノ （96歳）
生 名 藤 田 ウ シ （96歳）
星 谷 大西シゲ子 （96歳）
中 山 中野ツルヱ （96歳）
中 角 武 田 福 美 （96歳）
星 谷 出 葉 ツ ギ （95歳）
横 瀬 稼 勢 幸 雄 （95歳）
星 谷 福本フクヱ （95歳）
坂 本 新居シズ子 （95歳）
生 名 米澤ヒデ子 （95歳）
掛 谷 山丸ヤスノ （95歳）
久 国 倉橋タケノ （95歳）
中 山 塩栗マサヱ （95歳）
棚 野 田 中 房 一 （95歳）

ますますのご健康とご長寿を

お祈りいたします。

※敬称略、掲載は年齢・誕生日順です。
※年齢は平成19年９月１日現在です。

勝浦町では、長年にわたり地域社会、町の発展にご尽力

されてこられた高齢者の方々に対して、感謝と敬意、また

ご長寿のお祝いを目的とした敬老行事を毎年実施していま

す。今年も次の日程で開催します。いずれの行事も基準日

は平成19年９月１日となっています。

～勝浦町のご長寿者紹介～
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年
十
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二
十
七
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か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

４

まちかど散歩みち

国
民
文
化
祭
だ
よ
り

シ
リ
ー
ズ
４

平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
人
形
文
化
交
流

館
で
、
花
の
苗
や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
花
の
種
類
は
サ

ル
ビ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
コ
ス
モ
ス
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
数
は
合
計

一
、
二
〇
〇
個
。
こ
れ
は
町
内
の
商
店
街
や
会
場
周
辺
、
県
道
沿
い
、
各
地

区
で
花
を
飾
り
つ
け
、
開
催
期
間
中
勝
浦
町
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
花
で
お

持
て
な
し
を
す
る
計
画
で
す
。

花
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
の
は
、
勝
浦
町
観
光
協
会
、
商
工
会
、
婦
人

会
、
小
中
学
校
の
方
々
で
す
。

配
布
当
日
は
猛
暑
の
中
、

作
業
を
し
て
い
た
だ
き
本
当

に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

国
民
文
化
祭
開
催
ま
で
後

わ
ず
か
。
水
や
り
な
ど
ご
苦

労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

秋
に
は
素
敵
な
花
を
咲
か

せ
て
、
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
花
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
く
、
い
く
つ
か

の
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
婦
人
会
横
瀬
支
部

婦
人
会
横
瀬
支
部
に
は
横
瀬
橋
西
詰
め
に
花
壇
が
二
か
所
有
り
、
毎
年

サ
ル
ビ
ア
と
パ
ン
ジ
ー
を
育
て
て
い
ま
す
。
会
員
十
八
人
が
当
番
を
決
め

毎
日
の
水
や
り
な
ど
花
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
プ
ラ
ン
タ
ー
は
こ
の
花
壇
の
周
り
に
設
置
す
る
計
画
で
す
。
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
育
て
た
花
が
、
前
を
通
る
た
び
に
日
に
日
に
綺
麗

に
な
っ
て
い
く
の
を
見
る
の
が
楽
し
み
で
あ
り
、
花
づ
く
り
を
と
お
し
て

会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
の
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

国
民
文
化
祭
で
は
、
丹
誠
込
め
て
育
て
た
た
く
さ
ん
の
花
で
お
客
様
を

お
迎
え
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

七
月
二
十
五
日
、
生
比
奈
保
育
所
と
横
瀬
保
育
所
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
町
立
保
育
所
民
営
化
検
討
委
員
会
を

発
足
し
ま
し
た
。

委
員
に
は
、
生
比
奈
保
育
所
・
横
瀬
保
育
所
の
保
護
者
会
正
副
会

長
ら
計
十
二
名
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。(

民
営
化
検
討
委
員

会
の
委
員
は
次
の
方
々
で
す)

続
い
て
中
田
町
長
か
ら
松
村
豊
大
委

員
長

(

徳
島
文
理
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授)

に
諮
問
書
を
交
付

し
ま
し
た
。

今
後
月
一
回
程
度
開
催
し
、
来
年
三
月
ま
で
に
勝
浦
町
保
育
所
の

あ
り
方
お
よ
び
民
営
化
等
に
つ
い
て
結
論
を
だ
す
予
定
で
す
。
今
後
、

広
報
「
か
つ
う
ら
」
や
勝
浦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
保
育
所
民
営
化
検

討
委
員
会
の
会
議
内
容
等
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

町立保育所

民営化検討委員会

開 催！

第１回

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
委

員

副
委
員
長

委
員
長

副
町
長

勝
浦
町
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
実
行
委
員
会
委
員

学
童
ク
ラ
ブ
た
け
の
こ
ク
ラ
ブ
代
表
者

生
比
奈
保
育
所
保
護
者
会
副
会
長

生
比
奈
保
育
所
保
護
者
会
会
長

横
瀬
保
育
所
保
護
者
会
副
会
長

横
瀬
保
育
所
保
護
者
会
会
長

元
生
比
奈
保
育
所
所
長

勝
浦
町
議
会
議
長

勝
浦
町
民
生
児
童
委
員
会
会
長

勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

徳
島
文
理
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授

折

野

好

信

今

井

千

里

定
作
恵
津
子

尾

花

英

子

上
田
ゆ
か
り

岡

エ
リ
コ

押

栗

千

穂

志

摩

道

子

川

端

雅

夫

速

水

克

彦

細

川

寛

松

村

豊

大

人形文化交流館にて花の苗などを配布

中田町長から松村委員長に諮問書を交付



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
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れ
、
勝
浦
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は
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花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

５

AED設置場所
国
内
で
最
も
多
い
心
臓
突
然
死
の
原
因
の
心
室
細
動

（
心
臓
の
け
い
れ
ん
）
を
抑
え
る
機
械
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
除
細
動
器
）
が
勝
浦
町
内
に
は
次
の
と
こ
ろ
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
機
械
か
ら
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
従
い
、

誰
に
で
も
簡
単
に
使
用
で
き
る
救
命
救
急
器
具
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

を
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

と

き

毎
月
第
三
日
曜
日

午
前
九
時
～
正
午

申
込
み

徳
島
市
消
防
局
警
防
課

０
８
８（
６
５
６
）１
１
９
２

小
松
島
市
消
防
本
部

（
３
２
）０
１
１
９

（
３
３
）１
２
０
０

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
場
所

生
比
奈
小
学
校

（
４
２
）３
０
０
４

勝
浦
高
校

（
４
２
）２
５
２
６

勝
浦
町
役
場

（
４
２
）２
５
１
１

勝
浦
中
学
校

（
４
２
）２
５
９
１

横
瀬
小
学
校

（
４
２
）２
０
０
９

【
お
問
合
せ
】
勝
浦
町
総
務
税
務
課
・
福
祉
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

◆
婦
人
会
中
角
支
部

中
角
地
区
内
に
二
か
所
の
花
壇
が
有
り
、
役
員
が
大
切
に
管
理
を
し
て

い
ま
す
。
年
間
、
サ
ル
ビ
ア
や
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ル
ー
な
ど
五
種
類
の
花
を

育
て
て
い
ま
す
。

通
り
す
が
り
の
人
が
足
を
止
め
、
「
綺
麗
に
咲
き
ま
し
た
ね
。
」
と
言
葉

を
掛
け
て
く
れ
た
時
な
ど
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
一
緒
に
花
づ
く

り
を
し
た
者
同
士
の
連
帯
感
を
味
わ
え
る
と
こ
ろ
も
楽
し
み
で
す
。

国
民
文
化
祭
開
催
期
間
中
に
、
花
が
満
開
に
な
る
よ
う
に
育
て
て
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

◆
商

工

会

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
開
催
時
に
は
各
店
先
に
ひ
な
人
形
を
置
い
て
お
客
様

を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
国
民
文
化
祭
で
は
、
人
形
の
替
わ
り
に

花
で
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

夏
場
の
暑
い
時
期
の
水
や
り
は
大
変
で
す
。
ま
た
、
台
風
の
襲
来
時
に

は
被
害
が
出
な
い
か
心
配
を
し
ま
す
。
手
間
を
か
け
た
花
が
育
つ
の
を
見

る
の
は
楽
し
み
で
あ
り
、
我
が
子
と
同
じ
よ
う
に
愛
お
し
く
思
い
ま
す
。

花
づ
く
り
で
自
分
た
ち
も
国
民
文
化
祭
に
参
加
す
る
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

お
気
づ
き
で
す
か
？

国
道
五
十
五
号
バ
イ
パ
ス
勝
浦
川
橋
付
近
に
あ
る
四
か
所
の
道
路
標
識

に
「
勝
浦
」
の
地
名
が
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

バ
イ
パ
ス
か
ら
勝
浦
町
へ
の
案
内
標
識
が
無
く
、
い
ま
ま
で
町
外
か
ら

勝
浦
町
を
訪
れ
る
人
た
ち
に
不
便
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
時
、
参
加
者
か
ら
よ
く
「
標
識
に
勝
浦
町
の
案
内
が
あ
れ
ば
い
い

の
に
。」
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
勝
浦
町
が
国
土
交
通

省
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
に
要

請
し
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
国

民
文
化
祭
で
は
、
県
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
が
来
町
さ
れ
ま
す
。

こ
の
標
識
で
、
ス
ム
ー
ズ
に

勝
浦
町
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
こ
ん
な
質
問
が
多
く
あ
り

ま
す
。

Ｑ

ど
ん
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
も

リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
出
し
て
良
い

で
す
か
？

Ａ

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
次
の
も
の
に
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
飲
料
用
、
し
ょ
う
ゆ
、

酒
類
用
の
容
器
に

使
わ
れ
て
い
る

も
の
だ
け
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
せ
な
い
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
次
の
も
の
に
な
り
ま

す
。

①
食
用
油
容
器
の
白
い
も
の

②
焼
肉
た
れ
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど

の
調
味
料
や
食
器
洗
剤
の
容
器

③
工
作
な
ど
に
使
っ
て
、
切
っ
た

り
、
接
着
し
た
も
の

④
河
川
、
道
路
な
ど
で
拾
っ
た
も

の
で
汚
れ
が
あ
っ
た
り
、
古
い

も
の

ま
た
、
出
す
時
に
は
、
中
身
を

全
部
捨
て
て
、
軽
く
水
で
す
す
い

で
、
キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ
ル
を
外
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別

「勝浦」が追加された道路標識

���������	�
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、

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

６

ア ラ カ ル ト情報

英
会
話
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
新
任
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
さ
ん
が
英
会
話

の
指
導
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

指
導
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
九
月
十
四

日

ま
で
に
教
育
委
員
会

（
４
２
）
２
５

１
５
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
講
期
間

平
成
十
九
年
九
月
か
ら
約
一
年
間

毎
週
水
曜
日

コ
ー
ス

☆
初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
か
ら
八
時
ま
で

☆
中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
十
分
か
ら
九
時
十
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
二
十
五
人

（
募
集
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

対
象
者

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
勤
務

す
る
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
年
間
を
通
じ
て

受
講
で
き
る
方
（
学
生
の
方
は
受
講
で
き
ま

せ
ん
。）

講

師

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ム
イ
さ
ん

〔
開
講
式
〕

日

時

九
月
二
十
六
日

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
九
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も

子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

時

間

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ

れ
て
い
る
子
供
と
保
護
者
）

並
び
に
妊
婦
さ
ん

八
月
の
活
動
報
告

☆
陶
芸
教
室
☆

し
ら
さ
ぎ
台
で
陶
芸
教
室
を
開
い
て
い

る
、
陶
芸
家
の
矢
野
先
生
を
招
い
て
陶
芸

を
体
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
触
る
土
の
感
触
に
と
ま
ど
い
つ

つ
も
、
子
供
た
ち
は
箸
置
き
や
自
分
の
手

形
。
少
し
大
き
い
子
は
お
母
さ
ん
と
一
緒

に
て
ま
わ
し
ろ
く
ろ
を
使
っ
て
お
皿
な
ど

を
つ
く
り
、
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

子
供
は
も
ち
ろ

ん
、
大
人
も
思
い

の
ほ
か
難
し
い
こ

と
に
困
惑
し
つ
つ
、

夢
中
で
作
品
作
り

を
し
て
い
ま
し
た
。

で
き
あ
が
り
が

楽
し
み
で
す
。

☆mama's
cafe

☆

今
回
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
は
「
鯛
め
し
」

と
「
手
ま
り
麩
の
お
す
ま
し
」
で
し
た
。

簡
単
で
、
お
い

し
い
と
今
回
も
大

好
評
！

み
ん
な
で
作
る

の
で
、
お
料
理
の

勉
強
に
も
な
り
ま

す
。
是
非
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

９ 月 の 行 事

25
日

21
日

18
日

14
日

11
日

４
日

室
内
で
ミ
ニ
運
動
会

mama
'
s
Caf

e

※
新
規
申
込
み
は
18
日

ま
で
に
子
供
の
広
場
ま
で

電
話
く
だ
さ
い

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

※
出
店
者
募
集
（
11
日

ま
で
に
子
供
の
広
場
ま
で

電
話
し
て
く
だ
さ
い
）

リ
ト
ミ
ッ
ク
（
ハ
ッ
ピ
ー

の
体
操
の
先
生
を
招
い
て
）

※
申
込
み
不
要

歌
、
手
遊
び

水
遊
び

はぐくみ
クラブ行事

９月

英
会
話
教
室
受
講
生

募
集
！

”勝
浦
町
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

“

ウィリアム・ムイ

さん

午
後
七
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室

は
じ
め
ま
し
て
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ム

イ
と
申
し
ま
す
。
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
で
す
。

今
年
は
二
十
四
歳
に
な
り
ま
す
。
ト
ロ

ン
ト
大
学
で
東
ア
ジ
ア
研
究
を
専
攻
し
、

六
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。
私
は
日
本
語

を
勉
強
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
で
す
。

私
は
元
々
ベ
ル
ビ
ル
と
い
う
と
こ
ろ

に
産
ま
れ
て
、
大
学
の
た
め
に
ト
ロ
ン

ト
に
行
き
ま
し
た
。
趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
、

ガ
ン
ダ
ム
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
モ
デ
ル
を

造
っ
た
り
し
ま
す
。
興
味
は
科
学
や
い

ろ
い
ろ
な
言
語
や
広
告
を
学
ぶ
こ
と
で

す
。Ｊ

Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
結
果
を
六
ヶ

月
以
上
私
は
待
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
日
本
の
徳
島
県
に
行
け
る
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
た
時
、
う
れ
し
く
な
り
ま
し

た
。で

す
か
ら
、
私
は
皆
さ
ん
に
会
う
こ

と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

７

地
籍
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す

「
地
籍
調
査
」
と
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
、
主
に
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
、
一

筆
ご
と
の
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
、

境
界
、
面
積
を
正
確
に
調
査
し
、
測
量
す
る

も
の
で
す
。

現
在
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
地

図
の
約
半
数
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
明
治

時
代
の
地
租
改
正
時
に
作
ら
れ
た
地
図
（
公

図
）
な
ど
を
基
に
し
た
も
の
で
、
現
状
と
必

ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
籍
調
査
の
結
果
は
、
登
記
所
に
送
付
さ

れ
、
そ
れ
を
も
と
に
登
記
所
に
お
い
て
土
地

登
記
簿
、
地
図
を
更
新
さ
れ
、
地
籍
図
が
不

動
産
登
記
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る

地
図
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

地
籍
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
不
動
産
登
記

の
制
度
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
土
地
取
引
の

円
滑
化
や
行
政
の
効
率
化
に
役
立
つ
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
棚
野
地
区
に
お
い
て
地
籍
調
査
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
引
き
続

き
実
施
い
た
し
ま
す
。
棚
野
地
区
で
土
地
を

所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

籍
調
査
の
説
明
会
及
び
立
ち
会
い
に
つ
い
て

の
案
内
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
指
定
さ
れ
た

日
時
に
、
そ
の
場
所
へ
出
向
い
て
い
た
だ
き
、

地
籍
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

講
演
会
の
お
知
ら
せ

勝
浦
町
社
会
総
合
大
学
開
校
式

イ
ラ
イ
ラ
、
く
よ
く
よ
、

こ
れ
っ
て

更
年
期
？

～
更
年
期
障
害
と
そ
の
生
活
に
つ
い
て
～

女
性
な
ら
誰
も
が
迎
え
る
更
年
期
。
閉
経
前
後
の
約
十
年
間

は
、
女
性
の
身
体
と
心
が
最
も
変
化
し
ま
す
。
個
人
差
は
あ
り

ま
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
快
な
症
状
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
時

期
で
す
。

こ
の
度
、
徳
島
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
学
教
室

准
教
授

安
井
敏
之
氏
を
お
招
き
し
て
、
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
更
年
期
の
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
自
分
に
あ
っ

た
過
ご
し
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

と

き

九
月
二
十
七
日

午
後
二
時
～
三
時

と
こ
ろ

生
名
セ
ン
タ
ー

勝
浦
町
生
名
字
北
３
ー
１

（
４
２
）３
９
７
３

内

容

講
演
「
更
年
期
障
害
と
そ
の
生
活
に
つ
い
て
」

講
師

徳
島
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
学
教
室

准
教
授

安

井

敏

之

氏

参
加
費

無

料

そ
の
他

①
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
健
康
相
談
（
検
尿
、
血
圧

測
定
）
を
行
い
ま
す
。

②
参
加
に
あ
た
っ
て
の
事
前
の
申
込
み
は
、
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
講
演
会
終
了
後
に
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

保
健
師

（
４
２
）１
５
０
２

開
校
式
記
念
行
事
と

し
て
、
関
西
テ
レ
ビ
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
山
本
浩

之
氏
を
お
迎
え
し
、

「
日
々
新
た
な
出
会
い
、

発
見
！
」
と
題
し
て
文

化
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

山
本
浩
之
氏
は
、
一
九
八
五
年
、
関
西
テ
レ
ビ
に
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
入
社
。
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
・
ト
ー
ク
番
組
な

ど
を
経
て
、
一
九
九
〇
年
十
月
か
ら
七
年
間
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー

ス
「
ア
タ
ッ
ク
６
０
０
」
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
、

阪
神
大
震
災
、
選
挙
報
道
を
始
め
数
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
に
携

わ
れ
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
枠
を
越
え
て
マ
ル
チ
に
活
躍
を

続
け
ら
れ
、
現
在
は
、
「
ス
ー
パ
ー
ニ
ュ
ー
ス
ア
ン
カ
ー
」

「
ナ
ン
ボ
Ｄ
Ｅ
な
ん
ぼ
」
等
に
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
失
敗
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
積
極
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
」

の
大
切
さ
、
「
失
敗
を
自
分
の
糧
と
し
て
生
き
抜
い
て
い
く

人
の
尊
さ
」
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
を
交
え
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。ど

な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時

九
月
九
日

午
後
一
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

入
場
料

無

料

主

催

勝
浦
町
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

関西テレビアナウンサー
山 本 浩 之 氏
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

８

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

場所 相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

10月 9月

４
日

11
日

25
日

６
日

20
日

27
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者
障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時 日時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階 場所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-iku
se
ikai

@kour
yu
-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinre
n

@kouryu-p
la
za.j

p

午後２時～ 住民福祉センター１階

小松島療育センター 吉 良 明 美 先生

※相談については、事前に申し込みが必要になります。

９月７日 までに役場福祉課保健師へ申し込み予約をし

てください。予約がない方については、受けれません。

【問い合わせ･申し込み】

勝浦町福祉課保健師 （42）1502

９月の一斉清掃日は、９月９日

（第２日曜日）を予定しています。

今月は、第１日曜

日に勝浦町防災訓

練が実施されるた

め変更しますので、

お間違いのないよ

うにお願いいたし

ます。

時

間

午
前
九
時
三
十
分

～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

対
象
者

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て

い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

29日 26日 19日 13日 ５日

★
生
比
奈
保
育
所
運
動
会

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～

場

所

生
比
奈
保
育
所
屋
外
運
動
場

（
雨
天
時
は
屋
内
運
動
場
）

※
生
比
奈
小
学
校
運
動
会
が
延
期
さ
れ
て
二
十

九
日
に
開
催
さ
れ
る
と
き
は
、
三
十
日

が

運
動
会
と
な
り
ま
す
。

★
保
育
所
園
庭
で
運
動
会
予
行
を
行
な
い
ま

す
。
一
緒
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

★
運
動
会
競
技
「
阿
波
踊
り
」
「
体
操
」
等
を

保
育
所
の
お
友
達
と
し
ま
し
ょ
う
。

★
九
月
生
お
誕
生

★
運
動
会
競
技
「
阿
波
踊
り
」
「
体
操
」
等
を

保
育
所
の
お
友
達
と
し
ま
し
ょ
う
。

★
水
遊
び
や
運
動
会
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

着
替
え
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
！

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

日 時 平日 午前９時～午後４時

場 所 生比奈保育所

内 容 乳幼児に関する来所相談・電話相談

育
児
相
談
日

日 時 ５ ・７ ・12 ・14
19 ・20 ・25 ・26

午前９時～10時
場 所 生比奈保育所

健
康
相
談
日

９月９日は

全町一斉清掃日

９ 月
子育て支援
センター事業

から

子育て支援の一環として

発達相談窓口を開設しています！

心身の発育や発達に関する必要な相談を次のとお

り実施します。

９月19日

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談
事
業
者

へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者

団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）１
５
０
２

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）４
６
５
２



平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

９

知
っ
て
い
ま
す
か
？

９
月
11
日
は

「
警
察
相
談
の
日
」！

警
察
で
は
、
皆
様
の

被
害
の
未
然
防
止
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
警
察
本
部

の
「
警
察
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
」
か
小
松
島
警

察
署
の
警
察
安
全
相
談
係
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

警
察
相
談
の
電
話
番
号
は
、

「
＃
９
１
１
０
」
で
す
。

こ
の
「
＃
９
１
１
０
」
は
、
全
国
ど
こ
に

い
て
も
プ
ッ
シ
ュ
回
線
や
携
帯
電
話
な
ど
で

ダ
イ
ヤ
ル
す
れ
ば
、
各
都
道
府
県
警
察
の
警

察
総
合
相
談
窓
口
に
繋
が
り
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
場
合
は
、

０
８
８（
６
５
３
）９
１
１
０
で
す
。

安
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

♯
９
１
１
０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
始
ま
り
ま
す
！

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
、

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
運
動
期
間
中
は
、
多
彩
な
交
通
安
全

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
、

こ
の
運
動
に
参
加
し
て
悲
惨
な
交
通
事
故
を

無
く
し
ま
し
ょ
う
。

期
間

九
月
二
十
一
日

～
三
十
日

ま
で
の
十
日
間

運
動
重
点

高
齢
者
を
守
る
意
識
の
醸
成
と
思
い
や
り

活
動
の
推
進

飲
酒
運
転
の
根
絶

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止

後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

〔
推
進
事
項
〕

★
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

高
齢
者
に
対
す
る
保
護
意
識
の
醸
成
を
図

り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
！
地
域
で
開
催
さ
れ
る
交
通
安
全
講
習
会

や
各
種
交
通
安
全
行
事
に
参
加
し
、
安
全
行

動
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
！

★
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
酒
運
転
の
悪
質
性
・
危
険
性
、
交
通
事

故
の
悲
惨
さ
を
認
識
し
、
地
域
、
職
場
、
家

庭
等
に
お
い
て
飲
酒
運
転
を
許
さ
な
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
！

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
歩
行
中

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

歩
行
者
、
自
転
車
や
対
向
車
な
ど
に
車
の

接
近
を
知
ら
せ
る
た
め
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、
歩
行
者
の
保
護
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

ま
た
、
歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は
反
射
材

の
活
用
に
心
が
け
よ
う
！

★
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

交
通
事
故
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
防
止
・

軽
減
を
図
る
た
め
、
後
部
座
席
を
含
め
た
同

乗
者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用

さ
せ
よ
う
！

家
庭
や
職
場
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
効
果
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
正
し
い
着
用
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
！

許
す
な
！
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ

警
察
で
は
、
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
か
ら
皆
さ
ん

の
生
活
を
守
る
た
め
、
過
激
派
ア
ジ
ト
の
摘

発
や
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
全
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
辺
で
「
あ
れ
、

変
だ
な
ぁ
」、「
あ
れ
、
あ
や
し

い
な
ぁ
」
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
、

駐
在
所
若
し
く
は

極
左
一
一
〇
番

〇
八
八
（
六
二
五
）九
一
一
〇

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

９･

10
月
の
猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程

経
験
者
講
習

９
月
12
日

徳
島
西
警
察
署

９
月
26
日

小
松
島
警
察
署

10
月
10
日

三
好
警
察
署

10
月
24
日

徳
島
西
警
察
署

初
心
者
講
習

10
月
３
日

小
松
島
警
察
署

※
９
月
は
あ
り
ま
せ
ん

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

皆
さ
ん
、
子
ど
も
１
１
０
番
を
ご

存
知
で
す
か
？

子
ど
も
１
１
０
番
は
、
「
い
じ
め
」

な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す
る

専
門
相
談
電
話
で
す
。
悩
み
や
疑
問

が
あ
っ
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
を
は
じ
め
と

す
る
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
徳
島
地

方
法
務
局
職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

な
お
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

九
月
十
七
日

か
ら
二
十
三
日

ま
で
の
七
日
間
は
、
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
の
全
国
一
斉
強
化
期
間

で
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
は
、

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
ま

で
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前
十
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
電
話
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

電
話
番
号
は

０
１
２
０（
０
０
７
）

１
１
０
で
す
。

な
お
、
通
常
は
平
日
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
相

談
を
受
け
て
お
り
、
土
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
は
留
守
番
電
話
と
な
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
１
１
０
番

強
化
週
間

振り込め詐欺に

注意!!



午前８時～11時まで
※悪天候の場合は10月14 に延期します。

場 所 星谷運動公園 駐車場

料 金 家庭の粗大ごみ手数料

１個 500円～1，000円（別表参照）

その他 産業廃棄物および事業系廃棄物は、取り扱

いできませんのでご了承ください。

（例）車両、建設廃材、ガスボンベ、農機具、

バッテリー、毒物などの危険なもの

ごみの出る量を減らすために、修理可能な物

は修理をする、リサイクルできるものは、リサ

イクルショップへの売却や知人にあげたりしま

しょう。

家電４品目について（注意）

①家電リサイクル法による特定家庭用機器４品目（エ

アコン・テレビ・電気冷蔵冷凍庫・電気洗濯機）に

ついては、今回、回収いたしません。

②新しく買い替えする場合は、買い替えする小売店か、

先にその製品を購入した小売店に引取りを依頼して

ください。

③また、廃棄のみの場合で、先に購入した小売店等が

廃業等の理由で営業していない場合のみ、役場住民

課にて受付いたします。〈月曜日から金曜日（祝日・

振替休日を除く）の午前８時30分から午後５時まで

の間〉

④その場合は、事前に郵便局で、リサイクル料金を払っ

てから廃棄する製品と運搬料金（１個2,000円）を

ご持参ください。

※一部の会社の製品は
この料金と違うもの
があります。別に郵
便局で手数料100円

必要です。

リサイクル料金（標準）

エ ア コ ン 3，675円

テ レ ビ 2，835円

電気冷蔵・冷凍庫 4，830円

電 気 洗 濯 機 2，520円

問い合わせ 勝浦町住民課 (42)1501

ＩＰ（代）

平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

10

午前10時

勝浦町スポーツ少年団に加入してい

る各スポーツ少年団

９月19日 午後２時

勝浦町体育協会所属の各クラブ

９月20日 午前10時 その他一般

申請場所 勝浦町教育委員会２階視聴覚室

使 用 料 (1)17時から20時…無料

(2)20時から22時…体育館300円/時間･

１面 運動場（ナイター施設含む）…700

円/時間･１面又は300円/時間･全面

使用可能者 (1)勝浦町スポーツ少年団

(2)勝浦町体育協会

(3)その他（町内に在住、在勤又は在学

する者が10人以上の団体を構成し、か

つ監督者として成人が含まれること。）

持参するもの 印 鑑

そ の 他

今回の受付は、平成19年10月１日から平成20

年３月31日までの使用期間の受付とし、受け付

けた日数の使用料は全額前納していただきます。

なお、今回の受付をしなくても、施設の空い

ている日であれば、使用希望の２日前までに申

請していただければ、使用可能です。（その場合

でも、前納していただきます。）

また、勝浦中学校体育館は、平成19年10月１

日から平成20年２月29日まで、耐震補強工事の

ため、使用できません。

ご不明な点は、勝浦町教育委員会 （42）2515

までお問い合わせください。

次のとおり実施しますので、ご協力をお願いします。

日 時 平成19年９月30日

050(3438)7148

家庭の粗大ごみ
回収について

勝浦町立学校施設（体育館・運動場）の使

用申請を次のとおり受け付けます。

開放施設 生比奈小学校・横瀬小学校・勝浦中

学校の各体育館及び運動場（ナイター

施設を含む。）

申請受付日 ９月19日

（小中学校体育館・運動場）

勝浦町立学校施設の

後期利用申請受付
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催
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台
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
十
一
月
四
日
ま
で
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
勝
浦
町
は
〈
花
・
ピ
ラ
〉
と
〈
今
山
農
村
舞
台
〉
で
参
加
し
ま
す

12

こ
の
度
、
株
式
会
社

エ
フ
エ
ム
徳
島

か
ら
「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
０
７
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
「
地
震
災
害

へ
の
警
戒
が
叫
ば
れ
る
昨
今
、
防
災
に
つ

い
て
、
家
族
な
ど
で
話
し
合
う
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、

平
成
十
五
年
度
か
ら
関
係
各
所
か
ら
の
協

力
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
住
民

の
皆
様
へ
防
災
の
意
識
の
啓
発
の
た
め
後

日
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
掲
載
内
容
〉

１

あ
な
た
に
降
り
か
か
る
災
害
を
知
る

「
徳
島
の
災
害
」

２

自
主
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
災
害
か
ら
身
を
守
る
」

３

よ
り
多
く
の
命
を
救
う
た
め
に

「
救
急
医
療
」

■
Ｆ
Ｍ
徳
島

特
別
番
組
の
ご
案
内
■

〔
番
組
名
〕

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
完
成
記
念
特
別
番
組

「
徳
島
の
防
災
２
０
０
７
」

〔
放
送
日
時
〕

九
月
三
十
日

午
後
七
時
～
七
時
五
十
五
分

【
問
い
合
わ
せ
】

株
式
会
社

エ
フ
エ
ム
徳
島

０
８
８
（
６
５
６
）
２
１
１
１

勝
浦
町
総
務
税
務
課

（
４
２
）２
５
１
１

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

開
催
日
時

十
月
二
十
八
日

※
雨
天
決
行

集
合･

受
付

午
後
十
二
時
三
十
分
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

午
後
一
時
～

終
了
予
定

午
後
九
時
三
十
分

会

場

し
お
か
ぜ
公
園
（
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
）

～
マ
リ
ン
パ
レ
ッ
ト
（
メ
イ
ン
会
場
）

参

加

費

男
性

四
、〇
〇
〇
円

女
性

二
、〇
〇
〇
円
（
飲
食
費
の
み
）

募
集
人
数

独
身
の
男
女
を
二
十
人
対
二
十
人
で

募
集
し
ま
す
。（
先
着
順
）

対
象
年
齢

男
性
・
女
性
共
二
十
五
歳
～
四
十
歳

ま
で
の
方

対
象
地
域

男
性
は
小
松
島
市
、
勝
浦
町
、
上
勝

町
に
在
住
す
る
方
。
女
性
は
地
域
を
問

い
ま
せ
ん
。

募
集
受
付
期
間

九
月
十
二
日

～
十
月
十
二
日

問
い
合
わ
せ

左
記
の
事
務
局
か
、
担
当
者
（
杉
原
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
方
法

電
子
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
受
け
付

け
い
た
し
ま
す
。

※
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
携
帯

電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
左
記
の
あ

て
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。(

皆
様

の
個
人
情
報
は
、
必
ず
厳
守
い
た
し

ま
す
。)

〒
７
７
３
ー
０
０
０
１

徳
島
県
小
松
島
市
小
松
島
町
字
新
港

３
６

ト
レ
ピ
３
Ｆ

社
団
法
人
小
松
島
青
年
会
議
所

事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
３
３
）２
２
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
３
３
）２
２
３
７

E
-m

ai
l

jc
@
e
-a

w
a
.n

e
t

担
当
者（
杉
原
）携
帯

０
９
０
（
７
１
４
６
）
０
８
５
０

※
な
お
、
事
務
局
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は
毎

週
（
月
・
水
・
金
）
の
午
後
一
時
～
四
時

ま
で
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

防災ハンドブック2007の

配布について

独
身
の
男
性
・
女
性

私
達
、
（
社
）
小
松
島
青
年
会
議
所
が
主
催
い
た
し
ま
す
こ
の
イ
ベ
ン
ト
企
画

は
、
独
身
の
男
女
の
方
へ
の
出
逢
い
の
場
づ
く
り
で
す
。
真
剣
に
ご
結
婚
を
お

考
え
の
方
は
、
是
非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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勝浦町総合型地域

スポーツクラブ
行 事 予 定

【各教室の問合せ・申込みは】

勝浦町教育委員会内

「勝浦スポーツクラブ（仮称）事務局」 （42）2515

トータルスポーツ教室

日 時 ９月８日 ・22日 午前10時～11時30分

場 所 町民体育館 参加対象 ５歳～12歳

参加費 無 料

内 容 運動が苦手な子どもでもレクリエーション

や軽スポーツを通じて運動能力の向上を図り

ます。また、神経系（運動神経）を鍛えるボー

ル運動やラダートレーニングやコーディネー

ショントレーニング等を行います。

ニュースポーツ教室

日 時 ９月15日 午前10時～11時30分

場 所 町民体育館 参加対象 制限なし

参加費 無料（高校生以上は勝浦スポーツクラブ〔仮称〕

に登録〔500円〕が必要）

内 容 気軽にできる新しいスポーツを紹介します。

今回は、ディスコンとスポーツチャンバラ、

スパイダーゴルフを予定しております。

バドミントン教室

一般・生涯スポーツ部

日 時 毎週月曜日 午後８時～10時

場 所 中学校体育館

参加対象 高校生以上で初心者の方

費 用 スポーツクラブ会費 月200円と

参加費１回200円（シャトル代）が必要

一般・競技スポーツ部

日 時 毎週月・金曜日 午後８時～10時

場 所 中学校体育館

参加対象 高校生以上で競技力向上や大会等を

目的としている方

費 用 スポーツクラブ会費 月200円と

参加費１回300円（シャトル代等）が必要

ジュニア・初心者スポーツ部

日 時 第２・４水曜日 午後５時～８時

場 所 町民体育館

参加対象 小・中学生で初心者の方

費 用 スポーツクラブ会費 月100円と

参加費１回200円（シャトル代）が必要

ジュニア・競技スポーツ部

日 時 第2･4水曜日と毎週土曜日 午後５時～８時

場 所 町民体育館

参加対象 小・中学生で競技力向上や大会等を

目的としている方

費 用 スポーツクラブ会費 月100円と

参加費 月1,300円（シャトル代等）が必要

ソフトバレーボール教室

一般・生涯スポーツ部

日 時 第２水曜日と第４土曜日 午後８時～10時

場 所 町民体育館

参加対象 高校生以上で初心者や健康志向の方

費 用 スポーツクラブ会費 月200円が必要

参加費は無料

一般・競技スポーツ部

日 時 第2･4水曜日と毎週土曜日 午後８時～10時

場 所 町民体育館

参加対象 高校生以上で競技力向上や大会等を

目的としている方

費 用 スポーツクラブ会費 月200円と

参加費 月500円が必要

中高年の体力アップ講習会

９月から11月まで10回の講習会を実施します。

費 用 スポーツクラブ登録代500円と

参加費2,000円が必要

参加対象 概ね40歳以上の方。 （下記表参照）

月 日 時 ・ 場 所 内 容

９

月

12日
午前９時30分～12時
福祉センター

「体力アップ運動（実技）」
講師：徳島大学教授

田中俊夫先生

18日
午後２時～３時
勝浦病院

「生活習慣病対策（講義）」
講師：勝浦病院内科医師

19日
午前10時～12時
町民体育館

「健康相談･体力測定（相談･実技）」
講師：町地域包括支援センター

竹田富代先生
（財）徳島県スポーツ振興財団指導員

10

月

３日
午前10時～12時
町民体育館

「ニュースポーツ①（実技）」
講師：（財）日本レクリエーション

協会公認指導者

10日
午前10時～12時
福祉センター

「スポーツと栄養（講義）」
講師：徳島県スポーツ栄養士協会

会長 山上文子先生

18日
午前10時～12時
福祉センター

「ウォーキング①（講義･実技）」
講師：徳島県ウオーキング協会

会長 米田潤二先生

24日
午前10時～12時
福祉センター

「ウォーキング②（講義･実技）」
講師：徳島県ウオーキング協会

会長 米田潤二先生

27日 ９時～
国文祭
（人形文化交流館）

ウォーキング実技

11

月

７日
午前10時～12時
町民体育館

「ニュースポーツ②（実技）」
講師：（財）日本レクリエーション

協会公認指導者

14日
午前10時～12時
福祉センター

「スポーツマッサージ（講義･実技）」
講師：徳島県トレーナー協会

会長 吉田通治先生

21日
午前10時～12時
福祉センター

「やってみよう太極拳（実技）」
講師：范永輝中国武術研究会

所属 遠藤公美先生
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国民年金の給付には、３種類の基礎年金があります

受けられる条件 受けられる額

老
齢
基
礎
年
金

65歳から一生涯支給の終身年金

原則として65歳から受給となります。

希望により60歳から減額された年金の繰上げ支給

や、66歳から70歳までの希望する年齢から増額され

た年金の繰下げ支給を請求できます。

一定の保険料を納めていることが必要です

国民年金保険料を納めた期間等や厚生年金、共済

組合の加入期間を合計して25年間以上あることが必

要です。

満額 792,100円（平成19年度・年額）

※40年間（20歳から60歳までの金額納付の場合）

未納・免除の場合は次の式で計算します

※昭和16年４月１日以前生まれの方は生年月日により異

なります。

障
害
基
礎
年
金

病気やけがで障害が残ったとき

①国民年金加入中（または加入していた方が日本国

内居住の60歳以上65歳未満のとき）に初診日（始

めて医師の診察を受けた日）のある病気やけがで、

初診日から１年６カ月経過したときまたは、その

期間内に症状が固定したときに請求できます。

②20歳になる前に初診日のある病気やけがで障害者

になったとき（初診日から１年６カ月後が20歳前

の時は、20歳になったとき）に請求できます。

次の両方の条件を満たすことが必要です

①障害の等級が国民年金法による１級、２級の障害

の状態であること。

※身体障害者手帳の障害等級とは異なります。

②初診日の属する月の前々月までの保険料納付期間

や免除期間などが、加入すべき期間の３分の２以

上であること。（初診日が平成28年４月１日前の

場合は、初診日の属する前々月までの直近の１年

間の保険料納付または免除が必要です。ただし、初

診日において65歳未満であること。）

※初診日が、20歳前のときは納付の条件はありませ

ん。

１級 990,100円（平成19年度・年額）

２級 792,100円（平成19年度・年額）

生計を維持された18歳到達年度の末日まで（ただし、

障害の状態が１・２級の子は20歳の誕生日の前日まで）

の子がいるときは次の額が加算されます。

２人目まで １人につき 227,900円

３人目から １人につき 75,900円

遺
族
基
礎
年
金

一家の支えにもしものことがあったとき

国民年金に加入している方または、加入していた

方が死亡したときに、その方に生計を維持されてい

た「子のある妻」または「子」に支給されます。

※「子」とは、18歳到達年度の末日まで（ただし、障

害の状態が１・２級の子は20歳の誕生日の前日まで）

の子をさします。そのため支給されるのは、子が18

歳になった後の最初の３月分までです。

次の両方の条件を満たすことが必要です

①請求できる遺族（子のある妻、または子）である

こと。

②死亡日に属する月の前々月までの保険料納付期間

や免除期間などが、加入すべき期間の３分の２以

上であること。（死亡日が28年４月１日前の場合

は、死亡日の属する前々月までの直近の１年間の

保険料納付または免除が必要です。ただし死亡日

において65歳未満であること。）

妻が受けるとき 1,020,000円
（子１人分の加算額を含む）

（平成19年度・年額）

子が受けるとき 792,100円
（平成19年度・年額）

生計を維持された18歳到達年度の末日まで（ただし、

障害の状態が１・２級の子は20歳の誕生日の前日まで）

の子がいるときは次の額が加算されます。

２人目まで １人につき 227,900円

３人目から １人につき 75,900円

※このほか、第１号被保険者の独自給付として、付加年金、寡婦年金、死亡一時金、短期在留外国人の脱退一時金などがあります。

792,100円 ×

保険料納付済月数＋（保険料全額免除月数×1/3）
＋（保険料3/4免除月数×1/2）＋（保険料1/2免除
月数×2/3）＋（保険料1/4免除月数×5/6）

加入可能年数×12（月）
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家計を、そして国保財政も
圧迫する医療費の増大

者負担の見直しが行なわれた

平成14年度以降、ここ３年ほ

どの医療費全体の推移を見てみると、

年に６千億円近く増加しています。

もちろん、私達の家計から出る医療

費の割合も年々増える傾向にありま

す。このような医療費の著しい増加

が、厳しい国保財政を招いているの

です。

患

たちが納める保険税は、国保全体の32.4％を占め、

国庫支出金（34.5％）とともに、大切な財源となっ

ています。一方、支出の60％以上を占めるのが、医療機関

にかかったときの医療費などの保険給付費です。

私

国民医療費と１人当たりの医療費の推移

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

国民医療費 30兆1,418億円

１人当たりの医療費 23.8万円

31兆998億円

24.4万円

30兆9,507億円

24.3万円

31兆5,375億円

24.7万円

32兆1,111億円

25.2万円
平成16年度

※厚生労働省「平成16年度国民医療費」より

※厚生労働省「平成16年度国民健康保険事業年報」より

国保の収支状況
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日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

１ 土 ふ れ あ い 教 室 ９:30～14:00 石原集会所 乳幼児とその家族
エプロン・三角巾
またはタオル

４ 火
健康相談・生活習慣病予防教室 ９:30～11:00

沼江コミュニ
ティセンター 住 民 健康手帳

健 康 相 談 ・ 運 動 教 室 13:30～15:30 久国集会所

５ 水 食 生 活 改 善 推 進 員 研 修 会 ９:30～14:00
農村環境改
善センター

ヘルスメイト エプロン・三角巾

６ 木
婦人がん検診

骨粗鬆症検診

乳腺・甲状腺検診 ９:00～11:00

農村環境改
善センター

〔乳腺･甲状腺検診〕
40歳以上の女性

〔子宮がん検診〕
20歳以上の女性

〔骨粗鬆症検診〕
40歳・45歳・50歳・
55歳・60歳・65歳・
70歳の女性

問診票
乳腺・甲状腺検診
子 宮 が ん 検 診
骨 粗 鬆 症 検 診

13:30～14:30

７ 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改
善センター

平成19年３月１日
～７月31日までに
生まれた子

母子健康手帳

10 月 ポリオ生ワクチン投与 13:00～13:30
農村環境改
善センター

平成12年３月11日～
平成19年６月10日
までに生まれた子

母子健康手帳
予診票
予防接種手帳

11 火
健 康 相 談 13:30～14:00

横瀬集会所 住 民 健康手帳
糖 尿 病 予 防 教 室 14:00～15:30

18 火 健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

20 木 健 康 相 談 13:30～14:00 坂本集会所 住 民 健康手帳

21 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改
善センター

平成16年３月１日
～６月30日までに
生まれた子

母子健康手帳
予診票

25 火
健 康 相 談 13:30～14:00

星谷集会所 住 民 健康手帳
糖 尿 病 予 防 教 室 14:00～15:30

27 木

健 康 相 談 13:30～14:00

生名センター 住 民 健康手帳講演「更年期とその生活について」
講師 徳島大学医学部准教授 安井敏之氏

14:00～15:00

28 金

健 康 相 談 13:30～14:00

棚野集会所 住 民 健康手帳講演「糖尿病の予防について」
講師 勝浦病院長 平賀 隆氏

14:00～15:00

糖
尿
病
教
室
、
九
月
は
次
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
や
食
事
・
薬
な
ど
わ
か
り
や

す
く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階

研
修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参
加

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ勝

浦
病
院

（
４
２
）２
５
５
５

９月の予定（いずれも火曜日）

日 担 当 内 容

４日 正瑞薬剤師 薬について

11日 坂口栄養士 食事について

18日 内科医師 糖尿病について

25日 亀山看護師長 生活と運動

ん な 健の 康み
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉９月の保健行事

勝
浦
病
院

だ
よ
り
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（監修 秋田県立脳血管研究センター疫学研究部長 鈴木一夫）

喫煙はメタボリックシンドロームを

進行させる要因となっています

タバコは、思い立ったときすぐにはじめるのがベスト。

あるいは禁煙開始日を誕生日や結婚記念日など、自分にとって意

味のある日に定めて、禁煙生活をスタートさせるのもよいでしょう。

禁煙開始後に、がまんできずに１本吸ってしまったときは２本目

に手を伸ばさないようにします。自分を責めずに、また新しいスター

トを切ることが大切です。

▼吸いたくなったときの工夫

きょうからチャレンジ！ 禁煙生活

▼

非喫煙者と比べて喫煙

者は脳卒中の発症や心

疾患による死亡危険が

高く、喫煙量が増える

ほど危険は大きくなり

ます（量反応関係）。

タバコが引き起こすさまざまな健康被害

タバコの成分には、タールなどの発がん性物質が含まれ、肺がん

をはじめ、喉頭がん、口腔・咽頭がん、食道がん、胃がん、膀胱が

ん、腎盂・尿管がん、膵臓がんなど、さまざまながんの発生率を倍

増させます。また、慢性気管支炎、肺気腫などのいわゆるＣＯＰＤ

（慢性閉塞性肺疾患）も長い喫煙習慣に起因しています。

タバコの害は、メタボリックシンドロームの進行にも大きく関わっ

ています。血管を収縮させるため閉塞性疾患を誘発し、また血管に

直接ダメージを与えて動脈硬化を促進させる作用があります。これ

らがあいまって脳卒中や虚血性心疾患などの深刻な病気の発生へと

つながっていきます。

部屋の外に出て深呼吸
ガムやジュースなどで

口寂しさを紛らす
屈伸運動などで

体を動かす
冷たい水で気分を
スッキリさせる

./012�345$�6

78�9:��;<5=�>?"@ABCDE

./012�345$�6

78�9:��;<5=�>?"@ABCDE
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わ
た
し
に
は
弟
と
妹
が
い
ま
す
。

二
人
と
も
軽
度
の
知
的
障
害
児
で
す
。

そ
う
ゆ
う
視
点
で
見
る
と
「
な
ぜ
、
三
人

の
兄
弟
の
中
で
、
わ
た
し
だ
け
が
障
害
児

で
な
い
の
だ
ろ
う
。
」
と
、
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
偶
然
が
重
な
っ
て

障
害
児
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
弟
と
妹
。

二
人
は
、
一
つ
の
こ
と
を
学
ぶ
に
し
て
も
、

理
解
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
先

生
と
一
緒
に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。

二
人
と
の
勉
強
の
環
境
や
学
校
生
活
の

送
り
方
が
違
う
こ
と
で
、
同
じ
学
校
に
通

い
な
が
ら
、
わ
た
し
が
し
て
き
た
体
験
を

兄
弟
と
共
有
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
な

ん
だ
か
さ
び
し
い
と
感
じ
、
二
人
と
の
違

い
を
思
い
知
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
家
に
帰
る
と
「
○
○
、
今
、
姉

ち
ゃ
ん
に
向
か
っ
て
お
ば
さ
ん
て
言
う
た

な
。
も
う
、
ご
飯
な
し
。
」
と
、
た
ち
ま
ち

の
う
ち
に
仲
の
よ
い
、
や
か
ま
し
い
兄
弟

に
戻
り
ま
す
。
私
は
、
障
害
が
あ
る
と
か

な
い
と
か
、
そ
ん
な
こ
と
は
関
係
の
な
い
、

こ
の
遠
慮
の
な
い
兄
弟
と
の
会
話
大
好
き

で
す
。

わ
た
し
の
両
親
は
、
障
害
児
の
保
護
者

や
、
学
校
の
先
生
方
の
会
「
こ
と
ば
を
育

む
親
の
会
」

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

父
は

去
年
か
ら
会
長
を
務
め
、
母
も
そ
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
「
親
の
会
」
で

は
遠
足
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の
こ
ろ

か
ら
わ
た
し
も
両
親
や
兄
弟
と
一
緒
に
そ

の
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
中
学
生
に

な
っ
て
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
面
倒
を
見

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま

す
。
と
言
っ
て
も
、
わ
た
し
と
同
年
代
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
お
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が

大
学
生
の
人
た
ち
で
す
。
中
学
生
の
わ
た

し
を
、
子
供
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
み
て
く
れ
て
は
い
ま
す
が
、
で
も
や
は

り
、
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
の
よ

う
に
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
悔

し
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
親
の
会
」
に
参
加
し
て
い
る
子
供
た
ち

は
と
て
も
個
性
豊
か
で
す
。
外
で
遊
ぶ
と

き
は
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
、
集
団
か
ら

は
ぐ
れ
て
泣
き
出
し
た
り
し
な
い
よ
う
に

と
、
す
ご
く
神
経
を
使
い
ま
す
。
家
に
帰

る
と
、
ぐ
っ
た
り
し
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

疲
れ
る
仕
事
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
わ
た
し

に
と
っ
て
は
充
実
感
を
得
ら
れ
る
と
て
も

楽
し
い
時
間
で
す
。

で
も
、
少
し
悩
み
も
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
小
さ
い
と
き
か
ら
人
見
知
り

が
強
く
、
初
対
面
の
人
と
話
を
す
る
の
は

と
て
も
緊
張
す
る
し
、
友
達
を
作
る
の
に

も
慎
重
で
、
自
分
か
ら
は
声
を
か
け
ら
れ

ま
せ
ん
。
会
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
る
に
も
結
構
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
け
れ
ど
、
弟
と
妹
は
そ

の
逆
で
、
わ
た
し
の
知
ら
な
い
間
に
初
め

て
会
う
子
と
も
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
新
し
い
友
達
と
満
面
の
笑

顔
で
、
今
の
こ
の
会
で
の
出
会
い
を
精
い
っ

ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
弟
た
ち

を
見
て
い
る
と
、
「
わ
た
し
も
二
人
の
よ
う

な
性
格
だ
っ
た
ら
よ
か
っ
た
の
に
。
そ
う

し
た
ら
だ
れ
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る
の
で

は
な
い
か
な
あ
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
最
近
「
人
見
知
り
も
わ
た
し

の
個
性
だ
」
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
弟
た
ち
に
は
弟
た
ち
の
、
わ
た
し
に

は
な
い
個
性
が
あ
る
の
と
一
緒
で
、
わ
た

し
に
は
わ
た
し
の
、
他
の
だ
れ
に
も
な
い

個
性
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
「
親

の
会
」
の
活
動
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
と
交
流
し
、
あ
ふ
れ
る
よ
う

な
個
性
に
触
れ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

会
に
集
ま
る
子
に
は
い
ろ
ん
な
子
が
い
ま

す
。
自
分
が
楽
し
む
こ
と
よ
り
も
小
さ
い

子
が
上
手
に
遊
ん
で
い
る
の
か
心
配
で
た

ま
ら
ず
、
ず
っ
と
後
ろ
か
ら
つ
い
て
歩
く

子
、
仲
良
し
の
友
達
が
病
気
で
来
て
い
な

い
と
知
る
と
泣
き
出
す
子
、
黙
々
と
花
を

摘
み
そ
の
花
束
を
お
母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
た
め
に
駆
け
出
し
て
い
く
子
。
ど

の
子
も
一
生
懸
命
で
す
。
自
分
の
気
持
ち

に
正
直
に
、
今
を
精
一
杯
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
な
の
に
私
た
ち
は
、
違
い
ば
か
り
を

取
り
立
て
て
、
何
か
変
、
何
か
お
か
し
い

と
考
え
、
人
を
枠
組
み
の
中
に
と
ら
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
。
で
も
、
そ
ん
な
こ
と

に
何
の
意
味
が
あ
る
と
言
う
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
、

自
分
だ
け
で
な
く
人
の
個
性
を
尊
重
す
る

こ
と
こ
そ
が
大
切
な
ん
だ
、
そ
ん
な
気
持

ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
、
わ
た
し
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
活
動
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
う
ま
く
い
く
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
の
お
世
話
を

し
て
い
る
と
言
う
よ
り
は
、
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
、
子
ど
も
た
ち
に
遊
ば
れ
て
い
る

よ
う
に
も
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
う

れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
弟
と

妹
の
フ
レ
ン
ド
リ
ー
さ
に
負
け
て
は
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
こ
ち
ら
か
ら
話
し

か
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
自
分
で
も

驚
く
く
ら
い
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
感
じ
が

し
ま
す
。

わ
た
し
の
今
の
目
標
は
子
ど
も
た
ち
に

頼
ら
れ
る
頼
も
し
い
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
こ

と
で
す
。
今
は
ま
だ
無
理
で
も
、

わ
た
し
は
わ
た
し
の
ペ
ー
ス
で
、
わ
た

し
な
り
の
や
り
方
で
一
歩
一
歩
進
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て

平
成
十
八
年
度

全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
よ
り
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旅
に
行
く
こ
と
も
な
け
れ
ば
テ
レ
ビ
に
て
見
知
ら
ぬ
里
の
初
夏
を
楽
し
む

立
川

堀

梅

子

「
糸
通
し
」
に
助
け
ら
れ
つ
つ
ブ
ラ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
付
け
い
る
梅
雨
の
窓
の
辺

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

老
い
た
れ
ば
ひ
そ
や
か
に
過
ご
せ
し
一
日
な
り
燕
は
せ
っ
せ
と
餌
を
運
び
来
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

素
麺
の
細
さ
ほ
ど
な
る
葱
の
苗
五
・
六
本
ず
つ
つ
ま
み
て
植
え
る

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

老
い
吾
に
も
月
日
は
容
赦
な
く
巡
り
今
日
の
一
日
も
大
事
に
生
く
る

横
瀬

林

と
み
え

杉
の
木
の
伸
び
ゆ
く
棚
田
一
面
に
ど
く
だ
み
は
蕾
も
ち
梅
雨
明
け
近
し

横
瀬

廣
安
美
枝
子

仏
壇
に
お
茶
を
供
え
て
家
族
み
な
今
日
も
揃
い
て
朝
食
と
す
る

中
山

栗

城

絹

軒
下
の
燕
に
六
羽
の
雛
生
ま
れ
赤
飯
炊
き
て
巣
立
ち
見
送
る

中
山

猪
谷
喜
美
代

い
つ
し
か
に
日
記
書
く
こ
と
も
遠
ざ
か
り
逝
き
て
九
年
の
夫
の
面
影

横
瀬

平
山
美
千
江

父
想
い
母
を
偲
べ
ば
香
煙
は
物
言
う
ご
と
く
わ
れ
に
流
る
る

横
瀬

日

下

克

子

満
々
と
水
を
湛
え
て
七
月
の
ダ
ム
は
明
る
く
微
笑
み
て
お
り

中
山

山

下

房

雄

過
疎
の
町
に
色
鮮
や
か
な
る
鯉
の
ぼ
り
道
行
く
人
ら
足
止
め
見
上
ぐ

横
瀬

桜
木
千
代
子

枝
引
け
ば
こ
ぼ
る
る
滴
を
身
に
受
け
て
梅
雨
の
止
み
間
を
や
ま
も
も
を
採
る

棚
野

島

つ
と
む

梅
雨
明
く
れ
ば
真
夏
の
空
は
天
高
く
社
の
森
は
蝉
時
雨
す
る

横
瀬

西

蔭

達

男

桜
葉
は
厚
み
を
持
ち
て
小
鳥
ら
を
日
々
遊
ば
す
る
病
室
の
窓

坂
本

木

下

茂

子

た
ず
さ
え
て
登
る
と
決
め
し
夫
婦
坂
朝
霧
晴
れ
て
今
日
も
添
い
ゆ
く

坂
本

菅
内
久
美
子

思
う
こ
と
皆
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ゆ
く
は
梅
雨
の
空
な
る
仕
業
な
る
ら
し

棚
野

殿

川

早

苗

シ
グ
ナ
ル
が
青
に
変
わ
る
を
待
つ
よ
う
に
必
ず
出
て
来
る
芋
の
芽
を
待
つ

棚
野

田

中

久

子

死
を
恐
る
る
も
千
の
風
に
て
子
の
巡
り
訪
い
ゆ
く
楽
し
さ
持
ち
て
逝
き
た
し

棚
野

田

中

茂

子

参
議
院
選
に
立
会
人
の
前
通
り
大
事
な
一
票
投
じ
来
た
り
ぬ

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

梅
雨
晴
れ
間
足
音
も
軽
き
配
達
夫
紫
蘇
染
み
し
手
に
受
け
取
る
荷
物

中
山

溝
内
喜
美
代

帰
省
の
孫
は
人
波
の
中
掻
き
分
け
て
迎
え
の
吾
等
見
付
け
馳
せ
く
る

横
瀬

丸

関

朋

子

愛
も
ち
て
生
き
て
ゆ
き
た
し
愛
犬
を
撫
で
や
れ
ば
息
弾
ま
せ
て
寄
る

生
名

岩

本

敏

子

人
生
で
今
が
一
番
幸
せ
と
思
え
ば
歳
も
忘
れ
い
る
な
り

坂
本

平

尾

智

男

谷
間
飾
る
合ね

歓む

は
艶あ

で

や
か
に
輝
い
て
ピ
ン
ク
の
レ
ー
ス
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
よ

坂
本

山

口

昭

市

九
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田

万

里

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

応
募
資
格

●
徳
島
県
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方

●
徳
島
県
出
身
の
方

募
集
部
門
・
作
品
規
定
枚
数

原
稿
用
紙
は
縦
書
き
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

小

説

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
50
枚
以
内
・
１
人
１
編

脚

本
（
舞
台･

映
画･

放
送
ド
ラ
マ
）

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
１
０
０
枚
以
内
・
１
人
１
編

文
芸
評
論

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
20
枚
以
内
・
１
人
１
編

児
童
文
学

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
20
枚
以
内
・
１
人
１
編

随

筆

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
・
１
人
１
編

現

代

詩

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
・
１
人
１
編

短
歌･

俳
句･

川
柳

官
製
ハ
ガ
キ
に
楷
書
で
１
人
２
首
も
し
く
は
２
句
以
内

連
句
（
形
式
自
由
）
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
・
１
グ
ル
ー
プ
１
編

応
募
要
項

①
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。
同
人
雑
誌
等
に
投
稿
さ
れ
、
活
字
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
作
品
は
選
考
か
ら
除
外
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
以
外
の
部
門
に
つ
い
て
は
、
原
稿
用
紙
に
楷
書
、
縦

書
き
で
お
書
き
く
だ
さ
い
。
（
ワ
ー
プ
ロ
も
可
）
。
ワ
ー
プ
ロ
使
用
の
場
合

は
、
次
の
書
式
で
お
願
い
し
ま
す
。
Ａ
４
版
用
紙
横
に
、
縦
書
き
、
タ
テ

20
字×

ヨ
コ
40
字
（
上
下
左
右
に
余
白
）

③
作
品
と
は
別
に
、
次
の
要
項
で
別
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
作
品
と
と

も
に
右
肩
を
綴
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
部
門

●
現
住
所
（
県
外
在
住
者
は
出
身
市
町
村
名
も
明
記
）

●
氏
名

●
年
齢

●
職
業
（
在
勤
・
在
学
者
は
会
社
・
学
校
名
）

●
電
話
番
号

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
部
門
は
ハ
ガ
キ
に
作
品
と
と
も
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

連
句
部
門
は
全
員
分
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

④
応
募
さ
れ
た
作
品
の
訂
正
・
差
し
替
え
・
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

⑤
類
想
、
類
句
に
つ
い
て
は
賞
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

応

募

先

〒
７
７
０-

０
８
０
７

徳
島
市
中
前
川
町
２
丁
目
22
番
１

徳
島
県
立
文
学
書
道
館
「
と
く
し
ま
文
学
賞
」
係

募
集
期
間

平
成
19
年
８
月
１
日

～
９
月
30
日

必
着

発

表

12
月
中
旬
発
表
予
定
（
新
聞
紙
上
・
文
学
書
道
館
内
に
て
）

賞

各
部
門
ご
と
に
最
優
秀
作
・
優
秀
作
・
佳
作
を
入
選
作
品
と
し
、
最
優
秀

作
の
み
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

小
説
・
脚
本

最
優
秀
作

副
賞
５
万
円（
各
１
点
）

文
芸
評
論
・
児
童
文
学

最
優
秀
作

副
賞
２
万
円
（
各
１
点
）

随
筆･

現
代
詩･

短
歌･

俳
句･

川
柳･

連
句

最
優
秀
作

副
賞
１
万
円（
各
１
点
）

作

品

集

各
部
門
ご
と
の
最
優
秀
作
・
優
秀
作
お
よ
び
随
筆
・
現
代
詩
・
短

歌
・
俳
句
・
川
柳
・
連
句
各
部
門
の
佳
作
を
『
文
芸
と
く
し
ま
』
誌
に
収
録
。

人
選
作
品
の
版
権
は
徳
島
県
立
文
学
書
道
館
に
属
し
ま
す
。

そ

の

他

募
集
要
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
要
件
を
逸
脱
し
て
い
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
無
効
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
短
歌
の
選
考
委
員
に
「
か
つ
う
ら
歌
壇
」
の
松
並
武
夫
氏
も
加
わ
っ

て
い
ま
す
の
で
、
勝
浦
町
か
ら
多
く
の
応
募
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

と
く
し
ま
文
学
賞

応
募
要
項

2007
年度
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指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

（
中
角
）
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

９
月
１
日

午
前
９
時
ま
で

（
横
瀬
）
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫

９
月
８
日

午
前
９
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

①
段
ボ
ー
ル

厚
手
の
菓
子
箱
等
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

②
新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
古
本
・
雑
誌
・
紙

包
装
紙
な
ど
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

同
じ
種
類
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は

破
っ
て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ

ひ
も
で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
勝
浦
を
考
え
る
会
」

古
紙
の
回
収
に
ご
協
力
を
！

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

11日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

15日

（土）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

22日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

３日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

10日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

18日

（火）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

25日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

６日 ・20日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

７日 ・21日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

不用犬引き取り日

11日 ・25日
※登録している犬の場合は印鑑
と鑑札が必要です。

最近、犬の飼い主の方のマ
ナーが悪くなってきています。

飼い犬の放し飼いや散歩中の
フンの放置はやめましょう。

今、飼い主のモラルが問わ
れています。近隣や周囲の人
に迷惑をかけることなく楽し
く快適にペットと暮らすため
にも、愛情と責任を持って飼
いましょう。

��
��������

��

����
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松 浦 寿 輝

川 の 光

『読売新聞』大人気連載の単

行本化。川辺の棲みかを追わ

れたネズミ一家が、新天地を

求めて旅に出る。小さな命の

躍動を余すことなく描き出し

た冒険物語。

感傷コンパス 多島斗志之

蟹と彼と私 荻野アンナ

クレイジーボーイズ 楡 周 平

ししゃも 仙 川 環

青春の守護者 森 村 誠 一

博士の本棚 小 川 洋 子

花の回廊 宮 本 輝

アサッテの人 諏 訪 哲 史

木洩れ日に泳ぐ魚 恩 田 陸

世界を創った男チンギス・ハン１・２

堺 屋 太 一

山田浅右衛門斬日譚 鳥 羽 亮

サニーサイドエッグ 荻 原 浩

ひとり旅 吉 村 昭

武士道シックスティーン 誉 田 哲 也

タタド 小 池 昌 代

厄病神も神のうち 赤 川 次 郎

ひとり誰にも看取られず

ＮＨＫスペシャル取材班

作って遊ぶ！魅惑の万華鏡 照 木 公 子

野菜のぷちストックレシピ 本谷惠津子

新着図書の一部紹介

★おはなし会

23日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

９
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０１１ １２ １３１４ １５

１６ １７１８ １９ ２０２１ ２２

／ ２４２５ ２６ ２７２８ ２９

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

23
30

浅見光彦のもとに届いた匂い

たつ１通の手紙。「４月10日午

前９時、栃木市の幸来橋に来て

ください。でないと、私は死ぬ

ことになります」。事件は10年

前に起きた調香師殺人事件と複

雑に絡み合う。香気に満ちあふ

れた格調高き文芸ミステリー。

幻 香

内 田康夫

宮部みゆき

楽園 上・下

フリーライター前畑滋子のもとに奇妙な調査依頼が舞

い込んだ。そして、十六年前に起きた、少女殺人事件の

全貌が明らかになる！

講 師 福島誠浄先生（万福寺住職）

演 題 「出会いのよろこび」

日 時 ９月29日 午前10時～

場 所 勝浦町図書館２階 視聴覚室

会員以外の方も是非ご参加ください。

勝浦町読書振興協議会

講 演 会
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人 口（平成19年７月31日現在）

世帯数 2,161戸
男性 3,036人

女性 3,293人
計 6,329人

出生 男 ４人 女 １人 計 ５人

死亡 男 ４人 女 ４人 計 ８人
転入 男 ２人 女 ５人 計 ７人
転出 男 ６人 女 ７人 計 13人

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

おくやみ申します

大字坂本字中谷 神田サダ子（80歳）

大字中角字豊田 柴田ヤスヱ（104歳）

大字沼江字夫婦松 松 本 清（93歳）

大字棚野字広松 中 根 百 惠（83歳）

大字三溪字神谷 神原ヤスノ（96歳）

大字三溪字倉瀬 倉 坪 徹（78歳）

大字星谷字野田尾 谷 修（81歳）

大字三溪字栗城 定作ニナヱ（91歳）

大座三溪字太良尾 瀧 淑 子（73歳）

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 ４ ・11 午後 7:30～9:30

踊 り 19 ・26 午後 7:30～9:30

歌 謡 ２ ・16 午後 7:30～9:30

生け花 10 ・26 午後 7:30～9:30

大正琴 13 ・20 ・28
午後 1:00～3:00

午後 7:00～9:00

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を

開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

９月 交流講座ご案内

日 時 ９月８日 午前９時30分～午後４時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ９月10日 午前８時30分～午後７時
場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

時間延長年金相談

年 金 相 談 ご利用
ください！

善意ありがとうございました
（７月16日～８月15日）

神 田 清 志 さん（坂本） 柴 田 猛 さん（中角）

藤 木 信 子 さん（生名） 谷崎ツヤ子 さん（星谷）

以上の方から善意銀行に善意がよせられ

ました。ありがとうございました。

９月 勝浦郡夜間救急当番表

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時

休日:午前７時～翌朝午前９時

お誕生おめでとう

大字星谷字大明神 ）寺 尾 貴 志
康 子

二男 惟
い

吹
ぶき

大字沼江字山田 ）堤 厚
美栄子

長男
けい

介
すけ

大字坂本字旭 ）上 野 弘一朗
裕 子

長男 壮
そう

馬
ま

大字生名字野口 ）林 昌 吾
尚 子

長男 東
とう

亜
あ

大字棚野字前田 ）松 田 貴 志
光

長男 楓
ふう

雅
が

日 時 ９月７日 ・14日
21日 ・28日

午後１時～４時30分

場 所 勝浦町住民福祉センター１階

相談内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽

にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

まちのうごき
平成19年７月16日～８月15日（敬称略）
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